
▲会員の知識の向上を目指した研修会
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Information

七
月
二
十
九
日
、
日
吉
町
保
野

田
地
区
で
「
緑
資
源
機
構
近
畿
北

陸
整
備
局
保
野
田
ト
ン
ネ
ル
」
の

貫
通
式
が
行
わ
れ
、
佐
々
木
市
長

ら
が
出
席
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通

を
祝
う
と
と
も
に
、
今
後
の
工
事

の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
は
園
部
町
船
岡
か
ら

日
吉
町
胡
麻
を
結
ぶ
農
用
道
「
園

部
日
吉
線
」
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

全
長
一
七
六
誡
、
車
道
幅
約
六
誡

の
片
側
一
車
線
道
路
に
な
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
二
月
末
の
完
成
に
向

け
て
路
面
の
舗
装
や
壁
面
、
天
井

の
補
強
工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ
る

予
定
で
す
。

▲関係者らによる鏡割りで貫通を祝いました

▲開業から3年の経過を説明する佐々谷駅長

歴
史
と
伝
統
あ
る
文
化
財
を
守
る

ー
美
山
の
文
化
財
を
守
る
会
総
会
ー

道
の
駅

開
業
か
ら
三
年

ー
道
の
駅
「
京
都
新
光
悦
村
」
三
周
年
記
念
式
典

ー

農林業の振興を目指して
ー保野田トンネル貫通式ー

道
の
駅
「
京
都
新
光
悦
村
」
の

三
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
七
月
十

五
日
か
ら
三
日
間
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

業
か
ら
多
く
の
方
に
利
用
さ

れ
、
主
に
京
阪
神
か
ら
の
利
用
者

が
多
く
、
地
元
の
野
菜
や
加
工
品

が
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、
人
気
の

朝
市
や
抽
選
会
な
ど
も
行
わ
れ
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

道
の
駅
駅
長
の
佐
々
谷
吉
美
さ

ん
は
、「
今
後
も
地
元
の
特
産
品
や

野
菜
な
ど
の
新
鮮
な
食
材
を
提
供

し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

七
月
二
十
日
、
南
丹
市
美
山
文

化
ホ
ー
ル
で
「
美
山
の
文
化
財
を

守
る
会
」
総
会
お
よ
び
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
三
十
人
の
会

員
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
大
棚
俊
二
会
長
が

「
美
山
の
歴
史
と
伝
統
を
伝
え
て
い

く
文
化
財
を
守
り
、
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
、
私
た
ち
も
研
鑽
し

な
が
ら
、
多
く
の
知
識
を
身
に
つ

け
て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
会
員
相

互
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
発
展
と
文
化
財
に
対

す
る
会
員
の
知
識
の
向
上
を
目
指

し
た
取
り
組
み
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。

▲園部町で行われた街頭啓発活動

非
行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く

ー
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
ー

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。
こ
れ

は
、
全
て
の
国
民
が
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

七
月
三
日
、
南
丹
市
内
の
各
地

で
保
護
司
会
や
民
生
児
童
委
員
協

議
会
な
ど
か
ら
お
よ
そ
百
十
人
が

参
加
し
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
街
頭
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
園
部

駅
周
辺
で
行
わ
れ
た
街
頭
啓
発
で

は
、
通
勤
・
通
学
す
る
市
民
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
花
の
種
を
配
り
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
「
明
る
い
社

会
」
づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。


